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会社紹介



はじめに

2005年
奈良先端科学技術大学院大学にて博士（工学）を取得した後、
同大学助手を務める。
近年注目を浴びている
AI、ロボット、ウェアラブル・コンピュータやユビキタス・コンピューティング（IoT）
の研究を10年以上前から推進。

2006年
アンドロイド工学で著名な石黒浩教授の研究室にて大阪大学特任助教となる。

2014年9月
名古屋商科大学にてMBA取得

10月
京都イノベーション株式会社 代表取締役
→「世界一イノベーションが集まる」会社を目指す

2018年 4月
Air-Match株式会社 代表取締役

→有料職業紹介事業者向けサービスで「一億総活躍社会」の実現を目指す

・新規サービス/事業立上げや起業の協力×3社
・新会社設立調整×1社
・新事業の企画相談×2社



製造業との関わり

2011年4月、キヤノンマシナリー株式会社に入社

キャノングループで活用される自動生産ラインにおける
外観検査装置の開発担当者として従事

キヤノングループ全体の工場無人化推進のプロジェクトに参画。キヤノン生産技術研究所との協業により、外
観検査システムの検査システム部の製造効率を上げるプラットフォーム・システムの開発プロジェクトを企画。

開発責任者となり、結果、3年で900%（3名1台体制から1名3台体制）の生産性向上を実現。他
にも、グループ内でのシステム開発を向上させるプロジェクトを企画実施していた。キヤノン親会社への出向調整が
入ったことにより、起業を決意。キヤノングループ内での業務に精通。

時間がかかっても苦労をしても
始めたものは何かしらの結果を出す。



主事業

【正社員】・・・7名
・システムエンジニア（一名は同じAI系Ph.D）×2名
・フロントエンジニア×2名
・営業×1名
・その他×2名

【アルバイト（インターン含む）】・・・18名
・京都大学、大阪大学、etc.近郊の大学・大学院生

→統計分野の博士課程学生やAI系研究室の学生所属

・高校生も所属（N高等学校）・・・2～3名
→ただし、半端ない能力を持つ

ちょっとした社会人よりも相当優秀



製造業向け業務システム

見積 工事依頼 受注 装置部品 納品発注

2017年より機械装置メーカでの業務システムを開発を推進
→従業員50名程度
→時間をかけて徐々にICT化を推進

・予算と現場への浸透に無理がないように
AI導入推進中

Phase3 Phase1 Phase2
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事例紹介



事例① 地図データアーカイブ

世界中の10億枚以上存在すると言われている
地図画像データをアーカイブする（集める）

という壮大な計画

→ 人作業のみでは実現性が無い

→ 地図画像には文字の情報が膨大に存在

→ ラベル付けすることで、検索や分析が可能に

ラベル付・学習サイクルを支援

データ登録
ラベル付作業
（教師データ作成）

学習

地図データ
収集

文字領域推定・OCR

ラベル付き地図データ

・文字領域検出技術
・登録システム
・閲覧システム

※OCRはGoogle Vision



事例② データエントリー

顧  客
・データエントリー業界

状  況
・多くの人員を必要とする。
・個人情報を取り扱うため、外部のサービスを利用することは不可

課  題
・手書き文字認識ライブラリの開発 ・学習で用いる文字の抽出

・連続した文字の認識精度
・単一の文字認識精度
・エントリーデータの並列処理

入力データ

手書き文字推定（DNN）

・文字分割
・手書き文字認識
・認識エンジン（分散型）

手書きデータ
データ入力
（教師データ）

学習

30万件以上



事例③ 納品書データ入力支援

機械装置製造業
納品書データをシステムに
入力する作業の省力化

→NOT自動化（作業支援）

・納品書分類
・OCR結果チェック・修正システム
※各納品書の追加やレイアウト定義は保守で対応
※OCRはGoogle Vision、単一数字は自作

→単一数字の認識に弱い

原価管理システム

納品書
スキャン

納品書
自動分類

OCR OCR結果
チェック・修正

学習



事例④ 不良品予測@ITコンサル会社との協業

• 不良品予測の基本構造
• 実証実験（不良率1.5%→0.8%（53%））

http://sme-aipn.biz/ai-solution/buster/



事例⑤ 斡旋・推薦＠Air-Match

令和元年度商業・サービス競争力強化連携支援事業（新連携事業）に採択

[教師データ]
・斡旋結果

予測

・自動斡旋
・推薦

学習モデル

斡旋

クラスタリング

更新

斡旋画面

・自動斡旋・・・類似する求⼈への斡旋頻度の計測 → 斡旋として割り当てる
・推薦 ・・・求⼈に選択される確率を計算 → 複数の候補を提示する

https://www.kansai.meti.go.jp/2-1chushourenkei/shinrenkei/07-koubo_kekka_R1fy.html

[求職者側情報]

求職者情報
→年齢
→時給
→ランク

個⼈斡旋履歴
→時間帯

[求⼈側情報]

求⼈情報
→場所
→求⼈数

求⼈斡旋履歴
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AIプロジェクトの推進ポイント



ポイント①

目的を明確にした上で全体を俯瞰する

• 何をしたいのか
• いかに人が楽をできるか（環境の改善）
• いかに無駄を無くすか

▼
設定された目的を実現する上で、
改善できる部分は何カ所あるのか

どこから改善してゆくのか

AIがあとはエエ感じにやってくれるわけがない。
頭が固くて知識が狭くて深いから人よりも効率が良くなる。

→失敗する顧客ほど、何も考えていない。

目的が明確で具体的でない段階で具体的に動かすのはNG
→「明確にしたい」と「具体的にしたい」を別の話として進める



ポイント②

時間がかかっても何とかしたいと真剣に思えるか

人材育成と同じように考える

（！）あせる乞食はもらいが少ない
→せっかち、ケチで辛抱強くない経営者は多い

一部上場企業にも、個人事業主にも同じように接して
話をし、理解してもらってきている。
※感じてもらえるのには少し時間が必要だが。



ポイント③

いかに学習に必要なデータを集めることができるか

• オペレーションがそのようになっている/する

• ビジネスモデルがそのようになっている/する

そもそもAIが使える場所であるかどうか。
AI技術を使わなくても自動化は可能。

入力からチェックへ省力化

データ
データ入力
（教師データ）

学習
データ

出力
（マーケティング）

入力自動化

モデル 分析・学習

サービス

環境を変える度胸はあるか？



ポイント④

人にとっても1Iにとってもやさしい操作・処理条件

例えば、システムが高精度で計測しやすい設計をする。

→QRコード（マーカー）が記載されている

→人が入力する回数を1回でも減らす

システムにやさしい環境を構築すると問題が簡単になって、
そもそもAIを使うまでもなく省人化を実現することも可能になる。

AIは手段であって目的ではない。

アナログなものはデジタルにする。デジタルも厳密な規格に
基づいて例外や勝手な変更を許さない。
→現状は変えたくない、でも改善したい。

それって、何を言いたいの？

トップダウンで対応する他ない。全体最適になっているかどうかが重要。
キヤノン規模で自動化を進めていてもいくらでもやることはある。



ポイント⑤

事前に効果を想定しにくい時は準委託で開発をする

• 大半は事前に効果を想定しにくい課題

参 考
・最初の2案件のみ受託開発での受託であった。
・他の全ての案件については全て準委託での契約としている。

※分析、性能評価までを準委託 → 最終実装は受託

▼

メリット
・過程で明確になっている状況に合わせて柔軟に対応できる



ポイント⑥

お客様と我々が深く連携して初めて成功する

・お互いが真剣勝負することで、ようやく結果がでる。

・途中にはさまざまな苦労も発生する。

・パートナーとしての

金を出して、汗もかく。



ポイント⑦

高性能であることと利用できることは別

小さなことからコツコツ と

100%近くの能力を示すことが目的ではない
生産性2倍、売上10%等の実現はAIの性能100%でなくても実現可能

▼

逆に言えば、人一倍でなくても代替できる

としたら嬉しい部分を考えるのが重要



ポイント⑧

（！）にわかのAI会社を避ける

• 分析能力が異常に低い（分析を誤っている）

• 自身が採用している手法をいまいち理解していない

• 外注丸投げにしていることも

※ただしこれらは、お客様側も学ぶ努力をしなければ分かりにくい
※上場企業でもトラブルになることがある

→顧客でも実際に経験



プロジェクトを推進できている会社・経営者像

1. 会社が社内改善に具体的に熱意を持ち率先する

2. 時間や努力はいとわない

3. 変化を受け入れる

4. トップダウンの決断

→トップが責任を取る

5. 結果が出ない可能性があることにも投資できる

6. 社内従業員を巻き込みプロジェクトを推進する

→丸投げしない

7. 成長している/しようとしている企業
→ただし本気に限る


